
マルハニチロ、変革の波に立ち向かう

マルハニチロの池見賢社長は年頭に際し、

次のように挨拶した。

年明けに発生いたしまし

た能登半島地震により、お亡

くなりになられた方々に謹

んでお悔やみ申し上げます

とともに、被災された皆様に

心よりお見舞い申し上げま

す。

当社は今年で144周年を迎える年となり、実

に干支を12回も経験して事業を行ってきたこ

とになります。我々は、先人達が苦難を乗り

越えた叡智と勇気を讃えつつも、次の100年も

会社を継続させていくため、独自の知恵と覚

悟を持って、これからの12年、干支の新たな

スタートを切る必要があると思います。

一方で、私たちの事業を取り巻く環境は引

き続き厳しく、予測不可能な状況が続いてい

ます。そのような状況下でも、我々はマーケ

ット情報や消費者行動の変化などをしっかり

と読み取り、事業戦略に結びつけ、変化を恐

れない耐性力を付けていきます。

2024年度は早くも現中計の最終年度となり

ます。現中計の位置づけは価値創造経営の基

盤づくりとしています。新たな価値提案に加

え、知的財産や社員一人ひとりからなる貴重

な人的資源を含む、広義の投下資本を意識し

た効率的な事業運営を通じ、企業価値を最大

化する基盤を構築したいと考え、新たな経済

価値指標としてＲＯＩＣ（投下資本利益率）

やＭＮＥＶ（経済価値）などを掲げています。

また、マルハニチログループは現在154企

業からなる企業集団であり、この大きなグル

ープを運営するためには、ガバナンスの強化

も重要となります。「新たな価値提供」「効率

を意識した事業運営」「ガバナンス強化」を中

心に、持続的な成長を可能にする経営基盤を

作っていきます。

今年の干支は辰（たつ）です。天に昇る龍

のように運気そして企業価値がさらに上がっ

ていく年になるよう期待しています。新しい

年は、変化の時代において更なる進化が求め

られる時でもあります。その変革の波に立ち

向かい、果敢に挑戦し、持続的な成長の実現

に取り組んでいきます。

ニッスイ浜田社長「強みの再確認を」………２

ニチレイ、サステナブル意識して……………２

極洋、海外強化で総合力を底上げ……………３

理研、北米にアプリケーションセンター……３

農水省､冷凍かきのイノベーション等採択…３

林原、アンチエイジングのセミナー３月……４

ローソン、学生食堂にフライ等無償提供……４

ハチバン、営業困難15店舗ほど確認…………４

王将フード12月はＦＣ含め100億円を突破…４

先行メーカーのシェアダウンの背景……４
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